
『押

与

し
た
震
の
名
稿
で
、
十
村
肝
煎
と
も
十
村
顕
と
も
雷

う
た
。
然
る
に
そ
の
後
十
村
肝
煎
に
鍛
員
を
生
ず
る

侍
に
、
敏
組
が
併
合
せ
ら
れ
て
、
寛
永
十
三
年
三
用

大
組
・
小
組
の
匝
別
が
起
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
十
村

肝
煎
の
名
を
改
め
ず
、
高
治
以
降
に
歪
り
略
し
て
単

に
十
村
と
稽
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
村
の
任
務
は
、

所
管
の
農
民
を
支
配
し
、
常
に
部
内
を
巡
親
し
て
、

高
方
・
攻
納
方
そ
の
他
一
切
の
農
事
を
監
督
す
る
に

在
っ
た
。

ハ
ニ
〉
引
越
十
村

l
十
村
は
原
則
と
し
て
、
そ
の
組
の

属
す
る
都
内
の
者
か
ら
選
ば
れ
る
が
、
若
し
麹
任
者

が
な
い
時
は
他
都
か
ら
採
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

引
越
十
村
と
い
ふ
の
は
そ
れ
で
あ
る
。

会一
d

御
技
持
人
十
村

l
単
に
御
扶
持
人
と
も
組
持
御

扶
持
人
と
も
い
ひ
、
十
村
に
し
て
務
か
ら
扶
持
を
典

へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
百
姓
で
特
別
の
功
努
が
あ

っ
た
鑓
扶
持
を
授
け
ら
れ
た
者
は
、
前
倒
利
家
の
時

か
ら
あ
る
が
、
職
務
が
十
村
で
あ
る
符
に
そ
れ
を
党

け
た
の
は
承
臆
二
年
に
初
る
。
御
技
持
人
十
村
は
諸

郡
打
銀
宇
一
付
・
定
小
物
成
取
立
人
・
散
役
裁
許
等
を
無

ね
た
。

ハ
四
〉
無
組
御
扶
持
人
十
村

l
御
技
持
人
十
村
で
、
配

下
の
組
を
有
し
な
い
も
の
を
い
ふ
。
寛
文
元
年
御
扶

持
人
中
か
ら
一
絡
を
泡
じ
た
監
督
を
選
ぶ
必
要
の
あ

っ
た
時
、
若
し
監
督
者
に
自
身
直
織
の
組
ぞ
有
せ
し

め
る
時
は
磁
器
不
公
平
と
あ
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
之

を
除
き
、
而
し
て
組
下
百
姓
か
ら
鍬
手
米
を
徴
牧
す

る
こ
と
が
出
来
ぬ
か
ら
、
そ
の
代
り
に
務
の
代
官
と

し
て
取
扱
ふ
租
米
を
多
か
ら
し
め
て
、
手
敏
料
の
既

得
を
増
す
こ
と
に
し
た
。
無
組
御
扶
持
人
中
に
就
い

て
諸
都
御
用
邸
取
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

(
五
〉
平
十
村

l
御
技
待
人
十
村
又
は
無
組
御
技
持
入

十
村
に
あ
ら
ざ
る
十
村
は
、
凡
ぺ
て
卒
十
村
と
い
は

ト
ヲ

lLEン

F 

れ

た

。

の

早

期

に

あ

り

て

は

十

村

た

る

者

の

人

名

を

以

て

呼

Z
O十
村
組

l
御
技
持
人
十
村
雄
・
無
組
御
技
持
人
一
ん
だ
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
寛
政
九
年
改
定
の
能
美
郡

十
村
雄
・
平
十
村
組
と
い
ふ
は
、
本
役
に
謹
む
べ
き
一
十
村
組
名
に
鐙
清
水
厨
兵
衛
組
・
三
坂
村
孫
助
組
と

試
繍
で
、
扶
持
を
奥
へ
な
い
の
を
普
通
と
す
る
。
一
い
ふ
が
知
き
顕
で
あ
る
。
然
る
に
事
和
二
年
の
改
定

ハ
七
〉
十
村
列

l
御
技
持
人
十
村
列
・
無
組
御
技
持
人
一
で
は
釜
清
水
組
・
コ
一
坂
先
組
の
.
如
き
固
有
の
組
名
が

十
村
列
・
卒
十
村
列
は
、
多
年
本
役
を
勤
務
し
老
後
一
用
ひ
ら
れ
て
居
る
。
そ
の
最
後
の
改
定
は
文
政
四
年

之
を
発
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
、
従
来
の
扶
持
の
金
額
又
一
及
び
天
保
十
年
に
在
っ
て
、
左
の
組
名
と
な
っ
た
。

は
字
額
を
給
せ
ら
れ
、
或
は
全
く
之
を
奥
へ
ら
れ
な
一

O
文
政
四
年
仕
法

い
。
平
十
村
列
に
は
、
十
村
以
外
の
取
で
功
努
の
あ
一
能
突
郡

l
極
海
組
。
山
鰹
海
組
。
仮
棒
組
。
北
板
禄

っ
た
も
の
も
、
之
に
列
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
然
一
組
。
東
山
上
組
。
山
上
組
。
苗
代
組
。
築
様
組
。
山

る
時
は
名
は
十
村
で
あ
る
が
、
備
前
騒
を
掌
っ
た
。
一
粟
・
棒
組
。
徳
橋
組
。

ハ
八
〉
十
村
の
沿
革

l
十
村
の
制
久
し
く
行
は
れ
て
漸
一
石
川
郡

1
鞍
用
組
。
富
樫
組
。
山
島
組
。
上
河
内
組
。

〈
積
弊
が
あ
っ
た
か
ら
、
事
和
中
改
め
よ
う
と
し
て
一
下
河
内
組
。
林
組
。
米
丸
組
。
申
奥
組
。
戸
板
組
。

成
ら
ず
、
文
政
四
年
詮
に
十
村
を
絡
め
、
百
姓
を
郡
一
河
北
郡

l
金
浦
組
。
五
ケ
庄
組
。
弁
上
組
。
英
組
。

潜
行
直
路
と
し
、
従
来
の
御
扶
持
人
十
村
・
無
組
御
一
笠
野
組
。
金
棒
組
。
演
金
棒
組
。

扶
持
人
十
村
を
惣
年
寄
、
卒
十
村
を
年
寄
並
と
い
う
一
羽
咋
郡

l
押
水
組
。
邑
知
組
。
土
問
組
。
富
来
組
。

て
郡
奉
行
の
補
佐
と
し
た
。
元
来
百
姓
は
十
村
で
も
一
鹿
島
郡

l
山
三
引
組
。
東
庄
組
。
西
庄
組
。
崎
山
組
。

商
手
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
一
熊
木
組
。
島
入
ケ
組
。

惣
年
寄
に
の
み
之
を
胃
さ
し
め
、
天
保
六
年
に
は
年
一
鳳
至
郡

l
南
北
組
。
河
原
田
組
。
櫛
防
組
。
七
浦
組
。

寄
抽
出
に
も
及
ぼ
し
た
。
然
る
に
都
港
行
と
百
姓
と
の
一
仁
倖
組
。
山
田
組
。
上
町
野
組
。
下
町
野
組
。

聞
に
仲
介
機
関
を
失
う
て
、
却
っ
て
政
績
を
漉
滞
せ
一
珠
洲
郡

l
木
郎
組
。
若
山
組
。
=
一
崎
組
。

し
め
た
か
ら
、
十
年
再
び
十
村
を
復
し
、
御
技
持
人
一

O
天
保
十
年
仕
法

十
村
・
無
組
御
技
持
人
十
村
に
の
み
苗
字
を
許
し
て
二
能
美
郡
{
臨
海
組
。
板
棒
組
。
拍
寂
棒
組
。
山
上
組
。

平
十
村
に
は
之
を
稽
せ
し
め
ざ
る
こ
と
に
し
た
。
一
商
代
組
。
粟
棒
組
。
徳
橋
組
。
ハ
小
松
・
安
宅
は
町
支

ハ
九
〉
十
村
の
際
止
明
治
三
年
九
刃
サ
四
日
金
棒
藩
一
配
)

は
、
無
組
御
扶
持
人
十
村
・
御
扶
持
人
十
村
を
践
し
一
石
川
郡

l
鞍
用
組
。
富
樫
組
。
山
島
組
。
河
内
組
。

て
、
史
生
加
郷
長
線
取
と
し
、
.
平
十
村
を
史
生
加
郷
一
林
組
。
米
丸
組
。
申
奥
組
。
戸
板
組
。
ハ
金
海
・
宮
腰
・

長
と
し
、
新
聞
裁
許
を
史
生
加
郷
長
次
列
と
し
た
。
一
松
任
・
本
音
は
町
支
配
〉

史
生
は
滞
膳
の
定
で
、
史
生
加
は
史
生
捕
と
い
ふ
に
一
河
北
部

i
金
浦
組
・
小
坂
組
。
五
ケ
庄
組
。
弁
上
組
。

同
じ
い
。
次
い
で
悶
十
周
郷
長
線
取
を
皇
正
棟
取
、
一
英
組
。
金
棒
組
。

郷
長
を
里
正
、
郷
長
次
列
を
塁
正
次
列
と
改
め
た
。
一
羽
咋
郡

l
押
水
組
。
邑
知
組
。
甘
団
組
。
土
田
組
。

ト
ヲ
ム
ラ
タ
ξ
+
材
組
加
賀
滞
に
於
い
て
十
一
宮
衆
組
。

村
の
支
配
す
る
組
名
は
、
屡
鑓
揺
し
て
居
る
が
、
そ
一
鹿
島
郡
l
上
浅
井
組
。
下
浅
井
組
。
一
背
組
。
矢
田

組
。
・
熊
木
組
。
島
組
。
ハ
腕
ロ
は
町
支
配
〉

鳳
至
郡

i
南
北
組
。
大
屋
組
。
河
原
田
組
。
櫛
路
組
。

仁
岸
組
。
諸
橋
組
。
上
町
野
組
。
下
町
野
組
。

珠
洲
郡
l
木
郎
組
。
若
山
組
。
直
組
。

E
院
組
。

E
F
ヲ
ム
ラ
ソ
ウ
ダ
ン
シ
ヨ
+
材
相
設
所
寛
文

六
年
能
菅
及
び
越
中
に
十
村
寄
-An
腕
を
置
き
、
十
村

等
が
日
を
定
め
て
集
合
協
略
し
た
。
同
八
年
に
至
。

領
内
三
州
共
に
之
を
設
け
る
こ
と
与
し
、
元
縁
の
頃

に
は
艇
に
相
談
所
と
稽
し
て
ゐ
る
。

ト
ヲ
ム
ラ
チ
ョ
ウ
+
材
帳

4
グ
ミ
ダ
カ
チ
ョ

ウ
組
高
帳
。

ト
ヲ
ム
ラ
ツ
メ
バ
ン
+
材
詰
番
加
賀
務
領
内

の
御
技
持
人
十
村
・
平
十
村
中
か
ら
、
一
部
一
人
宛

御
算
用
場
内
の
十
村
詰
番
腕
ヘ
勤
務
せ
し
め
る
こ
と

を
い
う
た
。
そ
の
日
敏
等
に
就
い
て
は
種
々
の
沿
革

が
あ
る
。

ト
ヲ
ム
ラ
ノ
ト
ジ
ヨ
ウ
+
材
の
登
按
十
村
は

山
廻
・
新
聞
裁
許
と
共
に
、
正
用
十
三
日
に
篭
城
し

た
。
こ
の
日
務
侯
が
如
来
寺
に
詣
で
L
路
城
の
際
、

特
に
表
式
選
か
ら
入
る
と
、
そ
こ
に
十
村
等
が
列
座

し
て
、
湿
り
掛
り
の
舗
を
賜
は
る
の
で
あ
る
。
翌
十

三
日
に
は
、
御
謹
腕
に
於
い
て
十
村
・
山
廻
・
新
国
裁

許
に
、
一
汁
コ
一
楽
の
料
理
を
賜
は
っ
た
。
そ
の
三
奈

は
鎗
・
煮
物
・
焼
舗
で
、
騰
は
角
切
折
殿
、
椀
は
銀
時

鎗
の
紋
付
で
あ
る
が
、
無
組
十
村
の
み
は
無
紋
無
地

の
黒
純
で
あ
る
。
こ
の
際
郡
奉
行
と
殴
作
奉
行
と
は

臨
席
し
、
惣
員
百
八
十
人
を
一
番
座
・
ご
番
墜
に
分

か
っ
て
勝
部
に
就
か
し
め
、
終
っ
て
改
作
奉
行
を
経

て
、
昨
年
牧
納
皆
演
の
成
績
佳
良
で
あ
っ
た
十
村
等

に
賞
賜
し
、
領
闘
中
各
村
の
組
合
頭
五
千
百
人
に
封

し
て
も
、
亦
銀
三
百
文
宛
を
賜
は
っ
た
。
但
し
藩
侯

在
江
戸
の
年
に
は
こ
の
賜
護
貸
典
が
な
か
っ
た
。
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